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 早春の候、２月の雪に慌てたものの、この冬の九州地方は穏やかな日々に恵ま 

れましたね。皆様お元気にお過ごしでしょうか。一方、東からは連日大雪のニュー 

スが届き、外出を控える街角の定点カメラが慎重に左折する１台の車を映してい 

ました。縦長の日本を実感します。 

もうすぐ春です。日本の遥か北方に降って湧いた蛮行の行方は知れませんが、 

誰にも穏やかな春がやってくることを願っています。 
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文責：谷山佳世  轟・大野原コミュニティ 0954-43-3256 お読み頂きありがとうございます 

今月のお花 

温泉公園 

豊玉神社 

梅（写真は轟小学校） 

花言葉：上品、高潔、忍

耐、忠実。 

花の最盛期は２月とまだ

厳寒のため、寒風の中に

凛と咲き誇るその姿が花

言葉の由来です。 

日曜日も頑張っています！消防団 水利点検   

 快晴の２月２７日（日）午前８時、湯野田区の消防団（第４分団第５部）団員さんが区内の消防水利点検を

行いました。永尾部長は新しいポンプの入魂式のため八天神社に参拝中でしたが、残る団員さん達がしっかり

と任務を果たされていました。メンバーには２０代の方々も増え「おじいちゃんはどなたかな？」と尋ねたい

世代になっていますが、旧知のベテラン・中堅団員さんがサッと整列を指揮して快く撮影に応じて下さいまし

た。さすがの団結力です。皆さんはこの後、全部で３０ヶ所程度ある水利や溝を堰き止めて行う箇所の点検に

向かわれ、その仲の良い姿をとても頼もしく心強く感じました。これからもどうか安全に頑張って下さい。 

圧巻「大野原高原の野焼き」

R4.2.23 
バチバチと音を立て、大野原駐屯地で

2/23に野焼きが行われました。自衛隊に

長崎県側と大野原区の方も加勢され、大変

お疲れ様でした。この野焼きで希少な蝶・

ｵｵｳﾗｷﾞﾝﾋｮｳﾓﾝも守られています。 

手作り竹とんぼ・竹馬 

池田三四児様より竹馬５組、辻田正信様より

竹とんぼ２５本を寄贈して頂きました。青少

年部会を通じ轟小へ贈らせて頂きました。昔遊び

は中止でしたが心より感謝申し上げます。 


